
　 財務課 財政係　☎62-9126

2019.4 ◆広報ふじみ 222

平成31年度 富士見町当初予算平成31年度 富士見町当初予算

一般会計 70億8,000万円一般会計 70億8,000万円
～協働による地域力の再発掘と発信で人口減少に負けないまちづくり～～協働による地域力の再発掘と発信で人口減少に負けないまちづくり～

　

平
成
31
年
度
は
、
第
５
次
総
合

計
画
後
期
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な

り
ま
す
。
協
働
に
よ
る
地
域
力
の

再
発
掘
と
発
信
で
人
口
減
少
に
負

け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と
し

た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

下
の
図
は
、
一
般
会
計
予
算
額

の
歳
入
歳
出
の
内
訳
で
す
。
平
成

31
年
度
当
初
予
算
額
は
、
70
億

8
，0
0
0
万
円
（
前
年
度
比
3

億
1
，9
0
0
万
円
減
）
と
な
り
、

過
去
10
年
間
で
は
三
番
目
に
大
き

な
予
算
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
も
っ
と
も
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
町
税
は
、

景
気
回
復
基
調
を
背
景
に
、
個

人
・
法
人
住
民
税
の
増
額
と
、
企

業
の
設
備
投
資
に
よ
る
固
定
資
産

税
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

町
税
全
体
と
し
て
は
、
前
年
度
比

2·

7
％
、
6
，3
0
5
万
円
増
の

24
億
2
，4
4
8
万
円
で
す
。
さ

ら
に
、
今
年
度
も
「
ふ
る
さ
と
み

ら
い
寄
附
金
」
1
億
円
を
目
標
と

し
て
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
立

て
た
基
金
を
保
育
園
の
空
調
設
備

や
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
等
に

活
用
し
ま
す
。

　

歳
入
の
中
で
、
財
政
健
全
化
を

示
す
自
主
財
源
の
割
合
は
2·

8
ポ

イ
ン
ト
の
減
で
48·

3
％
と
な
り
ま

す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
第
５
次
総

合
計
画
の
後
期
計
画
の
ス
タ
ー
ト

を
切
る
予
算
と
な
り
ま
す
。
産
業

振
興
の
強
化
の
た
め
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
機
能
の
充
実
、
農
地
の

再
基
盤
整
備
、
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー

ト
施
設
整
備
の
た
め
の
積
立
て
を

行
い
ま
す
。
子
育
て
・
教
育
支
援

の
充
実
の
た
め
、
保
育
園
と
児
童

ク
ラ
ブ
室
の
空
調
設
備
整
備
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
施
策
と
し
て
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
拠
点
で
あ
る
森
の

オ
フ
ィ
ス
の
機
能
強
化
と
活
用
に

取
り
組
み
、
第
２
次
総
合
戦
略
の

策
定
も
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
医
療
・
健
康
・
福

祉
の
充
実
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。　

※国や県からの補助金などを「依存財源」といい、これに対して町税などの町が自ら収入するものを「自主財源」と
　いいますが、収入全体に占める自主財源の割合が高いほど健全な財政といえます。

今
年
の
予
算
は
、

　
　  

ど
の
く
ら
い
？

今
年
の
予
算
は
、

　
　  

ど
の
く
ら
い
？

富士見町第５次総合計画
後期計画　目標

① 人口減少に負けないまち
② 産業を強化・創出するまち
③ 教育と子育てが充実したまち
④ 町民が健康で活躍するまち
⑤ 安心安全で生活基盤が確かな
　 まち
⑥ 行財政が健全で安定したまち

一般会計予算目的別構成割合 一般会計予算歳入別構成割合

一般会計予算性質別構成割合

町税
2,424,480千円
34.2%

町債
289,100千円
4.1%

消防費
267,809千円
3.8%

その他
191,154千円／2.7%

総務費
974,611千円
13.8%

公債費
540,106千円
7.6%教育費

639,406千円
9.0%

民生費
1,996,634千円
28.2%

土木費
978,074千円
13.8%商工費

448,209千円
6.3%

衛生費
557,323千円／7.9%

人件費
1,275,065千円
18.0%

物件費
1,518,587千円
21.4%

補助費等
1,744,836千円
24.6%

貸付金
210,500千円
3.0%

普通建設事業費
555,608千円
7.8%

扶助費
616,321千円
8.7%

その他  186,994千円／2.6%
繰出金  431,983千円／6.1%繰出金  431,983千円／6.1%

公債費
540,106千円
7.6%

農林水産業費
486,674千円／6.9%

地方譲与税
146,100千円／2.1%

  繰入金
143,881千円
2.0%諸収入

362,860千円
5.1%

分担金・
負担金他
489,168千円
6.9%

  国県支出金
923,411千円
13.0%

  国県支出金
923,411千円
13.0%

地方交付税
1,960,000千円
27.7%

歳　入
7,080,000千円

歳　出
7,080,000千円

歳　出
7,080,000千円

  繰入金
143,881千円
2.0%

自主財源  48.3%
依存財源  51.7%

義務的経費  34.3%
投資的経費  7.8%

■
■

■
■

諸収入
362,860千円
5.1%

分担金・
負担金他
489,168千円
6.9%

地方消費税交付金他
341,000千円／4.8%

一般会計予算町税構成割合

その他
1,466千円
0.1%

町　税
2,424,480千円 固定資産税

1,496,528千円
61.7%

町民税
790,931千円
32.6%

軽自動車税
57,652千円
2.4%
町たばこ税
77,903千円／3.2%

問
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町
の
支
出
、「
性
質
別
経
費
」と
は
？

町
の
支
出
、「
性
質
別
経
費
」と
は
？

　

性
質
別
経
費
と
は
、
町
の
支
出

（
歳
出
）
を
性
質
に
着
目
し
て
分

類
し
た
も
の
で
、
「
人
件
費
」
や

「
扶
助
費
」
「
補
助
費
」
「
普
通

建
設
事
業
費
」
な
ど
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
左
の
表
は
性
質
別
経
費
を

前
年
度
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　

特
に
予
算
全
体
に
お
け
る
構
成

比
の
大
き
な
も
の
と
し
て
、
人
件

費
は
職
員
・
議
員
・
委
員
等
の
給

料
や
共
済
費
な
ど
で
全
体
の
18·

０

％
、
物
件
費
は
賃
金
や
旅
費
、
委

託
料
・
備
品
購
入
費
な
ど
で
全
体

の
21·

４
％
、
扶
助
費
は
福
祉
医
療

費
や
児
童
手
当
な
ど
で
全
体
の
８·

７
％
、
補
助
費
等
は
国
や
他
団
体
、

一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金

な
ど
で
全
体
の
24·

６
％
で
す
。
普

通
建
設
事
業
費
は
、
建
設
工
事
に

係
わ
る
も
の
で
全
体
の
７·

８
％
、

都
市
計
画
道
路
の
用
地
取
得
費
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
空
調
設

備
改
修
な
ど
の
減
に
よ
り
４
億
４
，

７
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
公
債
費
は
借
入
金
の
返
済
で

全
体
の
７·

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計当初予算  性質別前年度対比表
（単位：百万円）

1,275
1,518
45
616

1,745
615

1,130
556
98
458
0

540
132
211
432
10

7,080

1,240
1,477
51
604

1,673
579

1,094
1,003
84
919
0

573
132
261
380
5

7,399

35
41
△6
12
72
36
36

△447
14

△461
0

△33
0

△50
52
5

△319

H31区　　　　分 H30 増減
人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費 等

災害復旧事業費
公 債 費
積 立 金
貸 付 金
繰 出 金
予 備 費
合 計

普通建設事業費

一部事務組合
そ の 他

補 助 事 業 費
単 独 事 業 費

平成31年度 特別会計・企業会計予算額
会　計　名 H31予算額 前年比較

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

観光施設貸付事業

富 士 見 財 産 区

14億9,321万円

2億 559万円

1億7,631万円

1,242万円

1,143万円

△519万円

3,038万円

△284万円

会　計　名 H31予算額 前年比較

本郷・落合・境財産区

乙 事 財 産 区

水 道 事 業

下 水 道 事 業

4億4,602万円

623万円

10億5,293万円

17億7,543万円

4,994万円

65万円

1億 900万円

△1,508万円

　昨年度に引き続き「都市計画マスタープラ
ン」の見直しとともに、今後の社会に対応し
たコンパクトなまちづくりを実現するため
「立地適正化計画」を策定します。

都市計画の基本方針の見直し
665万円

　ボランティア活動によりポイントを貯め
ると町内５入浴施設を利用で
きる入浴優待券と交換するこ
とができる、支え合いポイン
ト事業を始めます。

支え合いポイント事業
32万円

　住民有志とともに、町の魅力を発掘、発信する
ために昨年度から実施している研究会を継続し、
様々なアイデアの具現化を目指します。
　すでに実施している住民主体の活
動の発展や連携を研究します。

シティプロモーション事業
１,８５０万円

　同級会開催にあた
って補助金を支給し、
仲間との親交をより
深められるよう支援
します。

同級会支援事業
25万円

　富士見森のオフィ
スを拠点としたテレ
ワーク推進にさらに
積極的に取り組みま
す。

テレワーク推進事業
３,４３８万円

　小・中学校の給食室と保健室、保育
園の給食室と乳幼児室、
児童クラブ室に空調設備
を設置します。

学校・保育園空調設備設置
５,６００万円

（平成30年度繰越分含む）

　富士見森のオフィスに隣接す
る旧管理棟を、簡易宿泊機能を
備えた交流棟として改修し、機
能の拡充を図ります。

森のオフィス交流棟改修
8,411万円

（平成30年度繰越分）

　富士見駅北通り線の整備は、
今年度から一部工事に着手
します。県道の役場通り線
も引き続き整備を進めます。

都市計画道路整備事業
１億４,０８０万円

平成31年度の
主な取り組み


